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ハイブリッド法を用いた強震動評価による 2004年北海道留萌地震 (Mj6.1)のNFRD
効果
Investigation of NFRD effect on strong ground motion during the 2004 Rumoi earthquake
(Mj 6.1) using the Hybrid method
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2004年 12月 14日に留萌支庁南部を震源とする M ｊ 6.1の内陸地殻内地震が発生した。この地震は低角逆断層タイ
プ（Dip=25°）の地震であり，震源近傍で断層の上盤に位置する K-NET港町観測点（以下，HKD020）では 1000cm/s2，
70cm/sを越える大きな地震動が観測された。HKD020の強震動の成因として震源特性あるいはサイト特性が考えられる
が，Maeda and Sasatani (2009)はサイト増幅特性の検討や経験的グリーン関数を用いた HKD020の強震動評価から，�
強震動生成領域 (SMGA)が浅部に位置していること，�震源からの破壊伝播効果，以上の二つの影響が大振幅地震動に
寄与したと結論している。このような強震動生成メカニズムについては理論的グリーン関数法による強震動評価（宮腰・
他，2010）からも確認されている。本検討ではMaeda and Sasatani (2009)の震源モデルを参考に，3次元差分法 (3D-FD)
と統計的グリーン関数 (SGF)を用いたハイブリッド強震動評価を実施し，HKD020とそれを含んだ周辺 (20km× 20km)
の強震動に対する NFRD(Near Fault Rupture Directivity)効果について検討を行った。

ハイブリッド法を用いた強震動評価から PGVが 70cm/sを越える領域が HKD020の周りに出現することを確認した。
この地震の特徴として強震動生成領域が浅く，低角逆断層タイプであることから，NFRD効果による大きな PGVの領域
は断層上端に集中して現れている。なお，強震動生成領域を固定し，破壊開始点を変えるとその大きな PGVをもつ分布
も変わる。このような破壊伝播効果を受けた強震動領域を抽出するため，大野・他 (1998)の提案している「NFRD効果の
卓越範囲」を適用した。逆断層タイプの場合，その卓越範囲は，断層長さを Lとすると，その断層上端を中心に± 0.25L
の領域となる。しかしながら，本検討で得られた PGV分布に基づいた結果，この卓越範囲の適用でも小さな PGVの領
域が含まれた。このため，卓越範囲内で大きな PGVとなる領域を抽出するため、司・翠川 (1999)の PGV距離減衰式を
利用し，その平均値の+1σ以上の PGVをもつ領域を抽出した。その結果，NFRD効果による大きな PGVを持つ領域が
適切に抽出可能であった。
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